
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

①大学（薬･香薬以外）

Ⅰ期A日程

物理基礎

物体の運動、波、電気の３つの分野について、基礎から標準的な
レベルで出題している。
特に、基本的な知識や考え方を十分に身につけているかを問うて
いる。
また、公式を単に暗記するだけではなく、その背後にある物理法
則をしっかり修得しておくことが必要な問題を出題している。
更に、数値で解答する問題や文字式で解答する問題に加えて、作
図する問題も出題し、物理的な関係性を図に表す習慣を身につけ
ているかも確認している。
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1徳島文理大学 2025ⅠＡ理・人・保・総・文 物

149

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

物理基礎	 Ⅰ期Ａ日程

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

公共 	 Ⅰ期Ｂ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

　解答は自由記述であり，以下のポイントを基準に採点をしてい
ます。
①適切なテーマが提示されているか
②記述がテーマに沿ったものになっているか
③教科書において述べられている知識や，報道・書籍などによっ
て得られた知識が述べられているか

④（③の知識に）明らかな誤りはないか
⑤記述が論理的に展開されているか
⑥誤字や脱字が多くはないか

Ⅰ

1

⑴

（導出過程）
最大摩擦力 f 0は垂直抗力 N(= mɡsinθ)に比例
し，その係数が µ0になる。

f 0 =µ0mɡsinθ

この（摩擦角θの）sinθは図 1より，

L h

L

2 2-

（答） 0

2 2

m
L h

L

-
'N"

⑵

（導出過程）
滑りだすまでは摩擦力と重力の板の面に平行
成分が釣り合っているので
µ0mɡsinθ= mɡcosθから，
µ0 = tanθ

図 1より

tanθ =
-

h

L h2 2

（答）
h

L h2 2-

2

⑴

（導出過程）
板と物体に働く力は静止摩擦力である。板が
右に動く際に物体から板に対しては左方向に
生じ，一方物体には右向きに同じ力が働くた
め，板と物体は同じ加速度 aで動く。
板に働く力は，右に引く力 Fと，それと逆向
きに fで，物体に働く力は右に fだけになる。
これらから，板については Ma = F - f，物体
については ma = f

（答）板：Ma = F - f　物体：ma = f

⑵

（導出過程）
⑴の方程式を連立して解くと，

a
F

M m
=

+
， f

mF

M m
=

+

（答）a
F

M m
=

+ 'm/s2"　 f
mF

M m
=

+ 'N"

⑶

（導出過程）
物体が板の上で滑りださない状態で物体に働
く最大の力は物体と面の最大摩擦力になる。
垂直抗力は mɡなので，f 0 = µ0mɡ
このときの引く力 Fは⑵の fに f 0を代入して
解くと F = µ0(M + m)ɡ
1 -⑵の µ0を代入して，

F M m
h

L h
= +( )

-2 2

（答） M m
h

L h
+( )

-2 2
'N"

1 2 3 4

功 利 主 義 エ ア ウ

1 2 3 4

イ ア イ エ

1 2 3 4

イ エ ア ウ

1 2 3 4

ア ウ イ ウ

1 2 3 4

温 室 効 果 ア ウ イ
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2徳島文理大学 2025ⅠＡ理・人・保・総・文 物

149

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

物理基礎	 Ⅰ期Ａ日程

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

公共 	 Ⅰ期Ｂ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

　解答は自由記述であり，以下のポイントを基準に採点をしてい
ます。
①適切なテーマが提示されているか
②記述がテーマに沿ったものになっているか
③教科書において述べられている知識や，報道・書籍などによっ
て得られた知識が述べられているか

④（③の知識に）明らかな誤りはないか
⑤記述が論理的に展開されているか
⑥誤字や脱字が多くはないか

Ⅰ

1

⑴

（導出過程）
最大摩擦力 f 0は垂直抗力 N(= mɡsinθ)に比例
し，その係数が µ0になる。

f 0 =µ0mɡsinθ

この（摩擦角θの）sinθは図 1より，

L h

L

2 2-

（答） 0

2 2

m
L h

L

-
'N"

⑵

（導出過程）
滑りだすまでは摩擦力と重力の板の面に平行
成分が釣り合っているので
µ0mɡsinθ= mɡcosθから，
µ0 = tanθ

図 1より

tanθ =
-

h

L h2 2

（答）
h

L h2 2-

2

⑴

（導出過程）
板と物体に働く力は静止摩擦力である。板が
右に動く際に物体から板に対しては左方向に
生じ，一方物体には右向きに同じ力が働くた
め，板と物体は同じ加速度 aで動く。
板に働く力は，右に引く力 Fと，それと逆向
きに fで，物体に働く力は右に fだけになる。
これらから，板については Ma = F - f，物体
については ma = f

（答）板：Ma = F - f　物体：ma = f

⑵

（導出過程）
⑴の方程式を連立して解くと，

a
F

M m
=

+
， f

mF

M m
=

+

（答）a
F

M m
=

+ 'm/s2"　 f
mF

M m
=

+ 'N"

⑶

（導出過程）
物体が板の上で滑りださない状態で物体に働
く最大の力は物体と面の最大摩擦力になる。
垂直抗力は mɡなので，f 0 = µ0mɡ
このときの引く力 Fは⑵の fに f 0を代入して
解くと F = µ0(M + m)ɡ
1 -⑵の µ0を代入して，

F M m
h

L h
= +( )

-2 2

（答） M m
h

L h
+( )

-2 2
'N"

1 2 3 4

功 利 主 義 エ ア ウ

1 2 3 4

イ ア イ エ

1 2 3 4

イ エ ア ウ

1 2 3 4

ア ウ イ ウ

1 2 3 4

温 室 効 果 ア ウ イ
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3徳島文理大学 2025ⅠＡ理・人・保・総・文 物

149

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

物理基礎	 Ⅰ期Ａ日程

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

公共 	 Ⅰ期Ｂ日程

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

　解答は自由記述であり，以下のポイントを基準に採点をしてい
ます。
①適切なテーマが提示されているか
②記述がテーマに沿ったものになっているか
③教科書において述べられている知識や，報道・書籍などによっ
て得られた知識が述べられているか

④（③の知識に）明らかな誤りはないか
⑤記述が論理的に展開されているか
⑥誤字や脱字が多くはないか

Ⅰ

1

⑴

（導出過程）
最大摩擦力 f 0は垂直抗力 N(= mɡsinθ)に比例
し，その係数が µ0になる。

f 0 =µ0mɡsinθ

この（摩擦角θの）sinθは図 1より，

L h

L

2 2-

（答） 0

2 2

m
L h

L

-
'N"

⑵

（導出過程）
滑りだすまでは摩擦力と重力の板の面に平行
成分が釣り合っているので
µ0mɡsinθ= mɡcosθから，
µ0 = tanθ

図 1より

tanθ =
-

h

L h2 2

（答）
h

L h2 2-

2

⑴

（導出過程）
板と物体に働く力は静止摩擦力である。板が
右に動く際に物体から板に対しては左方向に
生じ，一方物体には右向きに同じ力が働くた
め，板と物体は同じ加速度 aで動く。
板に働く力は，右に引く力 Fと，それと逆向
きに fで，物体に働く力は右に fだけになる。
これらから，板については Ma = F - f，物体
については ma = f

（答）板：Ma = F - f　物体：ma = f

⑵

（導出過程）
⑴の方程式を連立して解くと，

a
F

M m
=

+
， f

mF

M m
=

+

（答）a
F

M m
=

+ 'm/s2"　 f
mF

M m
=

+ 'N"

⑶

（導出過程）
物体が板の上で滑りださない状態で物体に働
く最大の力は物体と面の最大摩擦力になる。
垂直抗力は mɡなので，f 0 = µ0mɡ
このときの引く力 Fは⑵の fに f 0を代入して
解くと F = µ0(M + m)ɡ
1 -⑵の µ0を代入して，

F M m
h

L h
= +( )

-2 2

（答） M m
h

L h
+( )

-2 2
'N"

1 2 3 4

功 利 主 義 エ ア ウ

1 2 3 4

イ ア イ エ

1 2 3 4

イ エ ア ウ

1 2 3 4

ア ウ イ ウ

1 2 3 4

温 室 効 果 ア ウ イ
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150

Ⅰ 2 ⑷

（導出過程）
物体が板の上で滑りだした後で物体に働く力
は物体と面の動摩擦力になる。垂直抗力は mɡ
なので，f ¢ = µ¢mɡ
これが右向きに働くので，ma ¢ = f ¢から

¢ = ¢ = ¢a
f

m

（答）µ¢ɡ'm/s2"

Ⅱ

1

（導出過程）
5.0/2.0 = 2.5

（答）2.5 'm/s"

2

⑴
（導出過程）
7.0/2.5 = 2.8

（答）2.8 's"

⑵
（導出過程）
0.5 +1.5 = 2.0

（答）2.0 'm"

⑶

（導出過程）
2.0 + 2.0 = 4.0
8.0/2.5 = 3.2

（答）最大の変位：4.0 'm"　時刻：3.2 's"

⑷
（導出過程）
9.0/2.5 = 3.6

（答）3.6 's"

⑸

（導出過程）
5.0/2.5 = 2.0

11/2.5 = 4.4
（答）2.0 's" < t < 4.4 's"

3

⑴

⑵
（導出過程）
8.0/2.5 = 3.2

（答）3.2 's"

⑶
（導出過程）
8.5/2.5 = 3.4

（答）3.4 's"

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.0
P

Ⅲ

1

⑴

（導出過程）
1 1 1 1

1 0

1

4 0

5

4 02 3R R RBC
= + = + =

. . .

よって，

RBC = =4 0

5
0 80

. .

（答）0.80 'Ω"

⑵

（導出過程）
1 1 1 1

2 0

1

2 0

2

2 05 6R R RCD
= + = + =

. . .

よって，
RCD = 1.0

（答）1.0 'Ω"

⑶
（導出過程）
RAD = R1 + RBC + RCD = 0.20 + 0.80 + 1.0 = 2.0

（答）2.0 'Ω"

⑷

（導出過程）
9.0 = I1 * RAD が成り立つから，

I1
9 0

2 0
4 5= =.

.
.

（答）4.5 'A"

⑸
（導出過程）
P1 = I12 * R1 =(4.5)2 * 0.20 = 4.05

（答）4.1 'W"

2

⑴

（導出過程）
CD間の合成抵抗を RCD¢とすると，
1 1

4 0

1

2 0

1

2 0

5

4 0RCD¢
= + + =
. . . . より，

RCD¢ = 0.80

よって，
RAD¢ = R1 + RBC + RCD¢ = 0.20 + 0.80 + 0.80

= 1.8

（答）1.8 'Ω"

⑵

（導出過程）
9.0 = I1¢ * RAD¢が成り立つから，

I1
9 0

1 8
5 0¢ = =.

.
.

（答）5.0 'A"

⑶

（導出過程）
BC間に加わる電圧の大きさを VBCとすると，

VBC = RBC * I1¢ = 0.80 * 5.0 = 4.0

よって，

I
V

R
3

3

4 0

4 0
1 0¢ = = =BC .

.
.

（答）1.0 'A"

⑷

（導出過程）
CD間に加わる電圧の大きさを VCDとすると，
VCD = RCD¢ * I1¢ = 0.80 * 5.0 = 4.0

よって，

I
V

R
4

4

4 0

4 0
1 0¢ = = =CD .

.
.

（答）1.0 'A"

13_問題集_理人保総文解_141-155.indd   15013_問題集_理人保総文解_141-155.indd   150 2025/05/28   17:142025/05/28   17:14



4徳島文理大学 2025ⅠＡ理・人・保・総・文 物

150

Ⅰ 2 ⑷

（導出過程）
物体が板の上で滑りだした後で物体に働く力
は物体と面の動摩擦力になる。垂直抗力は mɡ
なので，f ¢ = µ¢mɡ
これが右向きに働くので，ma ¢ = f ¢から

¢ = ¢ = ¢a
f

m

（答）µ¢ɡ'm/s2"

Ⅱ

1

（導出過程）
5.0/2.0 = 2.5

（答）2.5 'm/s"

2

⑴
（導出過程）
7.0/2.5 = 2.8

（答）2.8 's"

⑵
（導出過程）
0.5 +1.5 = 2.0

（答）2.0 'm"

⑶

（導出過程）
2.0 + 2.0 = 4.0
8.0/2.5 = 3.2

（答）最大の変位：4.0 'm"　時刻：3.2 's"

⑷
（導出過程）
9.0/2.5 = 3.6

（答）3.6 's"

⑸

（導出過程）
5.0/2.5 = 2.0

11/2.5 = 4.4
（答）2.0 's" < t < 4.4 's"

3

⑴

⑵
（導出過程）
8.0/2.5 = 3.2

（答）3.2 's"

⑶
（導出過程）
8.5/2.5 = 3.4

（答）3.4 's"

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.0
P

Ⅲ

1

⑴

（導出過程）
1 1 1 1

1 0

1

4 0

5

4 02 3R R RBC
= + = + =

. . .

よって，

RBC = =4 0

5
0 80

. .

（答）0.80 'Ω"

⑵

（導出過程）
1 1 1 1

2 0

1

2 0

2

2 05 6R R RCD
= + = + =

. . .

よって，
RCD = 1.0

（答）1.0 'Ω"

⑶
（導出過程）
RAD = R1 + RBC + RCD = 0.20 + 0.80 + 1.0 = 2.0

（答）2.0 'Ω"

⑷

（導出過程）
9.0 = I1 * RAD が成り立つから，

I1
9 0

2 0
4 5= =.

.
.

（答）4.5 'A"

⑸
（導出過程）
P1 = I12 * R1 =(4.5)2 * 0.20 = 4.05

（答）4.1 'W"

2

⑴

（導出過程）
CD間の合成抵抗を RCD¢とすると，
1 1

4 0

1

2 0

1

2 0

5

4 0RCD¢
= + + =
. . . . より，

RCD¢ = 0.80

よって，
RAD¢ = R1 + RBC + RCD¢ = 0.20 + 0.80 + 0.80

= 1.8

（答）1.8 'Ω"

⑵

（導出過程）
9.0 = I1¢ * RAD¢が成り立つから，

I1
9 0

1 8
5 0¢ = =.

.
.

（答）5.0 'A"

⑶

（導出過程）
BC間に加わる電圧の大きさを VBCとすると，

VBC = RBC * I1¢ = 0.80 * 5.0 = 4.0

よって，

I
V

R
3

3

4 0

4 0
1 0¢ = = =BC .

.
.

（答）1.0 'A"

⑷

（導出過程）
CD間に加わる電圧の大きさを VCDとすると，
VCD = RCD¢ * I1¢ = 0.80 * 5.0 = 4.0

よって，

I
V

R
4

4

4 0

4 0
1 0¢ = = =CD .

.
.

（答）1.0 'A"
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5徳島文理大学 2025ⅠＡ理・人・保・総・文 物

150

Ⅰ 2 ⑷

（導出過程）
物体が板の上で滑りだした後で物体に働く力
は物体と面の動摩擦力になる。垂直抗力は mɡ
なので，f ¢ = µ¢mɡ
これが右向きに働くので，ma ¢ = f ¢から

¢ = ¢ = ¢a
f

m

（答）µ¢ɡ'm/s2"

Ⅱ

1

（導出過程）
5.0/2.0 = 2.5

（答）2.5 'm/s"

2

⑴
（導出過程）
7.0/2.5 = 2.8

（答）2.8 's"

⑵
（導出過程）
0.5 +1.5 = 2.0

（答）2.0 'm"

⑶

（導出過程）
2.0 + 2.0 = 4.0
8.0/2.5 = 3.2

（答）最大の変位：4.0 'm"　時刻：3.2 's"

⑷
（導出過程）
9.0/2.5 = 3.6

（答）3.6 's"

⑸

（導出過程）
5.0/2.5 = 2.0

11/2.5 = 4.4
（答）2.0 's" < t < 4.4 's"

3

⑴

⑵
（導出過程）
8.0/2.5 = 3.2

（答）3.2 's"

⑶
（導出過程）
8.5/2.5 = 3.4

（答）3.4 's"

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.0
P

Ⅲ

1

⑴

（導出過程）
1 1 1 1

1 0

1

4 0

5

4 02 3R R RBC
= + = + =

. . .

よって，

RBC = =4 0

5
0 80

. .

（答）0.80 'Ω"

⑵

（導出過程）
1 1 1 1

2 0

1

2 0

2

2 05 6R R RCD
= + = + =

. . .

よって，
RCD = 1.0

（答）1.0 'Ω"

⑶
（導出過程）
RAD = R1 + RBC + RCD = 0.20 + 0.80 + 1.0 = 2.0

（答）2.0 'Ω"

⑷

（導出過程）
9.0 = I1 * RAD が成り立つから，

I1
9 0

2 0
4 5= =.

.
.

（答）4.5 'A"

⑸
（導出過程）
P1 = I12 * R1 =(4.5)2 * 0.20 = 4.05

（答）4.1 'W"

2

⑴

（導出過程）
CD間の合成抵抗を RCD¢とすると，
1 1

4 0

1

2 0

1

2 0

5

4 0RCD¢
= + + =
. . . . より，

RCD¢ = 0.80

よって，
RAD¢ = R1 + RBC + RCD¢ = 0.20 + 0.80 + 0.80

= 1.8

（答）1.8 'Ω"

⑵

（導出過程）
9.0 = I1¢ * RAD¢が成り立つから，

I1
9 0

1 8
5 0¢ = =.

.
.

（答）5.0 'A"

⑶

（導出過程）
BC間に加わる電圧の大きさを VBCとすると，

VBC = RBC * I1¢ = 0.80 * 5.0 = 4.0

よって，

I
V

R
3

3

4 0

4 0
1 0¢ = = =BC .

.
.

（答）1.0 'A"

⑷

（導出過程）
CD間に加わる電圧の大きさを VCDとすると，
VCD = RCD¢ * I1¢ = 0.80 * 5.0 = 4.0

よって，

I
V

R
4

4

4 0

4 0
1 0¢ = = =CD .

.
.

（答）1.0 'A"
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150

Ⅰ 2 ⑷

（導出過程）
物体が板の上で滑りだした後で物体に働く力
は物体と面の動摩擦力になる。垂直抗力は mɡ
なので，f ¢ = µ¢mɡ
これが右向きに働くので，ma ¢ = f ¢から

¢ = ¢ = ¢a
f

m

（答）µ¢ɡ'm/s2"

Ⅱ

1

（導出過程）
5.0/2.0 = 2.5

（答）2.5 'm/s"

2

⑴
（導出過程）
7.0/2.5 = 2.8

（答）2.8 's"

⑵
（導出過程）
0.5 +1.5 = 2.0

（答）2.0 'm"

⑶

（導出過程）
2.0 + 2.0 = 4.0
8.0/2.5 = 3.2

（答）最大の変位：4.0 'm"　時刻：3.2 's"

⑷
（導出過程）
9.0/2.5 = 3.6

（答）3.6 's"

⑸

（導出過程）
5.0/2.5 = 2.0

11/2.5 = 4.4
（答）2.0 's" < t < 4.4 's"

3

⑴

⑵
（導出過程）
8.0/2.5 = 3.2

（答）3.2 's"

⑶
（導出過程）
8.5/2.5 = 3.4

（答）3.4 's"

‒2.0

2.0

0 2.02.02.0 4.04.04.0 6.06.06.0 8.08.08.0 10.010.0
P

Ⅲ

1

⑴

（導出過程）
1 1 1 1

1 0

1

4 0

5

4 02 3R R RBC
= + = + =

. . .

よって，

RBC = =4 0

5
0 80

. .

（答）0.80 'Ω"

⑵

（導出過程）
1 1 1 1

2 0

1

2 0

2

2 05 6R R RCD
= + = + =

. . .

よって，
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（答）1.0 'Ω"

⑶
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.
.
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⑸
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I
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R
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